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法 人 概 要 

【法人の沿革】 

 

平成 7 年 4 月  保護者有志の方々により大阪府豊中市島江町において 

    簡易通所授産施設「セント・ポプリ作業所」開設  

平成 13 年 8 月 『社会福祉法人豊中太陽会』創設（H13.7.16 認可） 

          理事長 池村勝子 

       身体障害者通所授産施設「セント・ポプリ作業所」（名称変更） 

          施設長 浅尾利機 

平成 14 年 7 月  知的障害者通所授産施設「かるがも広場作業所」を法人傘下へ 

        所在地 豊中市旭丘   施設長 島井京子 

平成 17 年 8 月  「セント・ポプリ作業所」施設長 松 公造 

          「かるがも広場作業所」施設長 藤岡哲夫 

平成 19 年 8 月  『社会福祉法人豊中太陽会』 理事長 浅尾利機 

平成 21 年 4 月   障害者自立支援法に伴い 障害福祉サービス事業に移行 

          名称変更    「セント・ポプリ」「かるがも広場」 

                  事業種別     生活介護・就労継続支援 B 型 

平成 25 年 6 月  「セント・ポプリ」施設建設・移転・合併 

平成 28 年 1 月    「ぽぷりのいえ」開設（共同生活援助） 

平成 28 年 4 月  相談支援事業所 セント・ポプリ開設 

    ○一般相談支援事業 

    ○特定相談支援事業  

    ○障害児相談支援事業 

平成 29 年 4 月  「サン・スマイル」開設（セント・ポプリ生活介護の従たる事業所） 

平成 30 年 4 月  「サン・スマイル」（拠点として開設）施設長 橋本光子 

令和 3 年 6 月  『社会福祉法人豊中太陽会』 理事長 村上直隆  

令和 4 年 4 月  「ほまれの実」開設  施設長 新島貴博 

「ほまれの実」（セント・ポプリ生活介護の従たる事業所） 

          「ショートステイほまれの実 」管理者 新島貴博 

          「ヘルパーステーションほまれの実」管理者 藤岡哲夫 

          「相談支援事業所セント・ポプリ」ほまれの実に移転 

                 【服部障害者相談支援センター】豊中市より受託 

令和 5 年 3 月   「セント・ポプリ」就労継続支援 B 型廃止 

令和 5 年 4 月   「ほまれの実（生活介護）」拠点として開設 施設長 新島貴博 

 

【理念】 

利用される方々の意思を尊重し、安心・安全で笑顔あふれる暮らしができ、充実し

た生活が送れるように支援します。また、全ての利用者・家族関係者、そして支援

者が常に笑顔ですごせる場所で、社会福祉の中心となるような施設をつくります。 

 

【基本方針】 

① 利用者ひとりひとりの気持ちを大切にします。 

② さわやかなあいさつと、清潔な身だしなみを心がけます。 

③ 専門職としての誇りを持ち、自己研鑽に努めます。 

④ 地域社会との連携、地域社会への貢献を推進します。 

 

 



【施設の概要】 

 

 セント・ポプリ 生活介護  施設長 松 公造 

  所在地 ： 〒561-0856 豊中市穂積１丁目９番６号 

  連絡先 ： TEL06-6862-1001 FAX06-6862-0077 

        E-mail popuri13@taiyoukai.or.jp 

              共同生活援助（ぽぷりのいえ）  管理者 松 公造 

  所在地 ： 〒561-0874 豊中市長興寺南２丁目３番３５号 

  連絡先 ： TEL・FAX 06-7161-8062 

 

 サン・スマイル 生活介護  施設長 橋本光子 

  所在地 ： 〒561-0894 豊中市勝部２丁目１８番１号 

  連絡先 ： TEL06-6841-4141 FAX06-6841-4143 

        E-mail smile30@taiyoukai.or.jp 

 

 ほまれの実 生活介護  施設長 新島貴博 

  所在地 ： 〒561-0856 豊中市穂積２丁目１０番２０号 

  連絡先 ： TEL06-6868-9390 FAX06-6868-9392 

        E-mail homare04@taiyoukai.or.jp 

短期入所（ショートステイほまれの実）    管理者 新島貴博 

  連絡先 ： TEL06-6868-9405 FAX06-6868-9392 

E-mail homare04-s@taiyoukai.or.jp 

居宅介護（ヘルパーステーションほまれの実） 管理者 藤岡哲夫 

  連絡先 ： TEL06-6868-9406 FAX06-6868-9392 

E-mail homare04-h@taiyoukai.or.jp 

       相談支援（相談支援事業所セント・ポプリ）  管理者 常田真央 

  連絡先 ： TEL06-6862-1002 FAX06-6868-9392 

E-mail soudan28@taiyoukai.or.jp 

 

 

【案内図】 
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法 人 報 告 

 令和 7 年度は、「ショートステイほまれの実」において、年度当初に掲げていた月間

150 床の目標を達成することができた。ほまれの実拠点全体の収支についても実質的

には若干の赤字は生じたものの、大きな損失を出すことなく運営することができた。

今後は、生活介護事業について定員 20 名、ショートステイについて 1 日 12 床のフル

稼働体制を目標とし、今後 3～4 年を目処に職員体制を整備しながら達成を目指してい

きたい。 

また、職員処遇において重要な指標である有給休暇取得率については、セント・ポ

プリ拠点 109％、サン・スマイル拠点 95％、ほまれの実拠点 82％となり、全体として

大きく取得率を向上させることができた。今後も全拠点において取得率 100％を目指

し、継続して取り組んでいく。 

経営面の具体的数値については、経常増減差額率 4.5％（2.0％）、流動比率 203.5％

（633.7％）、純資産比率 50.5％（82.9％）、固定長期適合率 91.8％（70.7％）、人件費

率 75.1％（69.7％）であった。人件費率については、現状でも高い水準にある中、令

和 8 年度も最低賃金が時給 60 円以上引き上げられることが予想されている。基本報

酬の増額が見通せない状況であるため、現在は正規職員の勤務時間引き下げ等で対応

を行っているが、今後さらに改善策を模索していく必要がある。 

※（ ）内は令和 6 年度大阪府障害分野平均値 

※巻末の社会福祉法人の経営指標を参照 

地域貢献事業については、「パンダ食堂」への協賛を、施設利用者の参加も交えなが

ら継続して実施することができた。「大阪しあわせネットワーク」については、社会福

祉協議会からの依頼がほとんどなく実績は 0 件であったが、今後も地域の生活困窮者

の把握と支援に努めていく。また、これまでボランティア活動を実施していた校区の

自治組織に変更があった地域もあるが、今後も様々な活動を通じて、地域貢献・社会

貢献に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
１．理事会・評議員会開催状況 

日 付 会 議 名 主な決議内容 

令和 7 年 6 月 2 日 第 1 回理事会 

事業報告、決算 

給与規程の改定 

次期役員・評議員候補の提案 

評議員選任・解任委員の開催 

令和 7 年 6 月 18 日 第 2 回理事会 
理事長および業務執行理事の
選定、運営規程の改定 

令和 7 年 6 月 18 日 第 1 回定時評議員会 
決算 

役員の選任 

令和 8 年 3 月 25 日 第 3 回理事会 
事業計画、予算、 

給与規程の改定 

令和 8 年 3 月 25 日 第 2 回評議員会 事業計画、予算 

 

 

 

 

 

 

２．協議会開催状況 

日 付 会 議 名 主な決議内容 

令和 7 年  4 月 23 日 第 1 回運営会議 各事業所事案の共有 

令和 7 年  5 月 21 日   第 2 回運営会議 理事会前議案検討 

令和 7 年  6 月 18 日   第 3 回運営会議 

各事業所事案の共有 

令和 7 年  7 月 25 日 第 4 回運営会議 

令和 7 年  8 月 21 日   第 5 回運営会議 

令和 7 年  9 月 30 日 第 6 回運営会議 

令和 7 年 10 月 28 日 第 7 回運営会議 

令和 7 年 11 月 26 日 第 8 回運営会議 

令和 7 年 12 月 17 日 第 9 回運営会議 

令和 8 年  1 月 27 日  第 10 回運営会議 

令和 8 年  2 月 18 日  第 11 回運営会議 理事会前議案検討 

令和 8 年  3 月 25 日 第 12 回運営会議 各事業所事案の共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．定員と従事者の状況 

施 設 名 セント・ポプリ ぽぷりのいえ サン・スマイル 

事業種別 生活介護 共同生活援助 生活介護 

定  員 35 名 4 名 20 名 

職 

員 

数 

(内非常勤) 

管理者 

1（兼務） 

1（兼務） 

1（兼務） 施設長 ― 

サビ管 1（兼務） 

生活支援員 23（9） 9（7）兼務 14（5） 

看護師 ― ― 1 

世話人 ― 6（4）兼務 ― 

運転手 14（3） ― 8（4） 

事務員 3（1） 1（1）兼務 1（兼務） 

嘱 

託 

医 

医師 
彭 英峰 

彭 作進 
― 

彭 英峰 

彭 作進 

看護師 楠田 久恵 ― ― 

敷地面積 479.50 ㎡ 100.55 ㎡ ― 

建物 
構造 

鉄骨造合金ﾒｯｷ鋼板葺 

・陸屋根 3 階建 

木造ｽﾚｰﾄ葺 2 階

建 

木質ﾊﾟﾈﾙ構造 1

階建 

延床面積 681.41 ㎡ 111.31 ㎡ 189.635 ㎡ 

 

 

施 設 名 ほまれの実 
相談支援事業所 

セント・ポプリ 

事業種別 生活介護 短期入所 
居宅・移動 

・重度訪問 
計画相談・基幹 

定員 20 名 12 床 ― ― 

職 

員 

数 

(内非常勤) 

管理者 1（兼務） 1 1 

施設長 1（兼務） ― ― ― 

サビ管 1（兼務） ― ― ― 

サ責 ― ― 1  

生活支援員 10（4） 9（7）  ― 

従事者 ― ― 4（2） ― 

看護師 ― ― ― ― 

相談支援 

専門員 
― ― ― 

3（1） 

（管理者と兼務） 

相談員 ― ― ― 4（2） 

運転手 6（4） 1（1） ― ─ 

事務員 1（兼務） 1（1） 1（兼務） 2（1）（兼務） 

嘱 

託 

医 

医師 
彭  英峰 

彭  作進 
― ― ─ 

看護師 楠田 久恵 ― ― ─ 

敷地面積 1110.50 ㎡ 

建物 
構造 鉄骨造陸屋根 3 階建 

延床面積 961.11 ㎡ 

 



各 施 設 報 告 

【セント・ポプリ】 

1．月別利用者数（延べ人数） 定員 35 名 障害支援区分 3～6 開所日数 274 日 

生 

  

活 

 

介 

 

護 

区分 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 合計 

4 月 74 279 235 226 814 人 

5 月 84 282 227 241 834 人 

6 月 80 306 239 248 873 人 

7 月 86 258 276 252 872 人 

8 月 67 217 258 239 781 人 

9 月 80 227 276 271 854 人 

10 月 78 246 273 269 866 人 

11 月 76 209 262 250 797 人 

12 月 53 268 275 271 867 人 

1 月 57 230 272 262 821 人 

2 月    44 228 214 233 719 人 

3 月 45 267 226 271 809 人 

合計 824 人 3,017 人 3,033 人 3,033 人 9,907 人 

 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・利用者の意思を尊重し、日中活動でチャレ

ンジする機会や経験をとおして、利用者の

力を発揮できるように支援します。 

・職員一人ひとりの思いを尊重し、お互いを

大切に思い、力を合わせて、笑顔と元気あ

ふれる施設作りに取り組んでいきます。 

・内外の研修、自己研鑽を活用して人材育成

と職員定着に取り組みます。 

・地域貢献活動に積極的に取り組みます。

（パンダ食堂、DWAT、CSW など） 

・業務継続（BCP）の見直し・改善、研修・

訓練の実施（自然災害・感染症） 

・話をする中で利用者の意思を汲み取れるよ

うにし、意思選択できる機会を大切にしま

した。 

・ボッチャ大会に向け練習に励み、大会では

昨年の優勝に続き見事準優勝に輝きまし

た。 

・リーダー中心に職員間で新しい取り組みや

課題について話し合い、コミュニケーショ

ンをはかり気持ちよく働くことができる職

場環境づくりに取り組みました。 

・外部研修では中堅職員や OJT 研修、強度行

動障害研修を受講し学ぶ事ができました。 

・「パンダ食堂」への協力をはじめ、DWAT、

CSW 等の活動へ積極的に参加し、地域との

つながりを深める取り組みを行いました。 

さらに、業務継続計画（BCP）について見

直しおよび改善を行い、自然災害や感染症

発生時を想定した研修・訓練を実施するこ

とで、緊急時における対応力の向上に努め

ました。 

 

 

 

 



3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

・利用者の意思を尊重し、個別支援

計画を基に活動に取り組めるよう

に支援します。             

・バイタルチェックを行い健康管理

に努めます。 

・利用者の意思を尊重し、個別支援

計画に基づいた活動に主体的に取

り組めるよう支援を行い、特性や

ニーズに応じた支援を実施、安心

して活動できる環境づくりに努め

ました。 

・バイタルチェックを実施、健康状

態の把握と体調管理に努め、体調

の変化の早期発見と適切な対応を

行いました。 

活動内容 

・内職軽作業や自立課題に取り組め

るように支援します（日課） 

・身体面の機能維持・向上に向け、

リハビリや体を動かす活動に取り

組む。 

・ラジオ体操と散歩（日課）音楽レ 

クリエーション（月 2 回） 

・機能訓練（月 1 回）を行い、日々

の支援の中にも取り入れていく。 

・施設外でのお仕事（バザー品販

売、リサイクル品回収等） 

・楽しみを取り入れた年間行事を実

施します。 

・ 新たな内職・軽作業の仕事を開拓

でき、取り組みはじめました。 

自立課題の内容も利用者に合わせ

変化させ、支援を継続して実施し

た。 

・ラジオ体操、散歩、音楽レクリエ

ーション、機能訓練を通して身体

機能の維持・向上に努めた。  

・バザー品販売やリサイクル品回収

等の施設外活動を実施した。  

・ 年間行事を通して、利用者の楽し

みや交流機会の充実を図った。 

 

研修計画 

・業務継続計画・感染症対策・虐待

防止の研修を実施（年 1 回） 

・身体拘束の適正化のための研修を

実施（年 1 回） 

・人権研修（年 2 回） 

・OJT 研修とサポカレ動画研修を活

用して人材育成と研鑽に取り組

む。 

・ BCP、感染症対策、虐待防止研修

身体拘束適正化研修（年 1 回）を

実施した。  

・人権研修（年 2 回）を実施した。  

・サポカレ動画研修を活用し、人材

育成に取り組んだ。 

・強度行動障害基礎研修参加。 

・リーダーが OJT 研修に参加して、

更に仕事への意欲を高める事が 

できた。 

保護者との 

交流を深め

る 

・施設連絡会を開催する。（年 1 回 

6 月） 

・行事等に参加してもらう機会をつ

くります。 

・施設連絡会を開催せず、個別に書

類等で必要な連絡を行った。 

・周年イベントやクリスマス会、で

は家族にも参加してもらい楽しい

時間を共有できました。 

職員処遇 

・職員定着の為、スーパービジョン

の手法を取り入れ面談や日々の声

掛けを行い働きやすい職場作りに

取り組む。 

・年次有給休暇の取得率を上げる。 

9 月・1 月に取得日数を確認する。 

・年 1 回の健康診断（5 月）とインフ

ルエンザ予防接種（11 月）を行う 

・スーパービジョン等を活用、特に

個別での面談や日々の声掛けを大

切にし、職員定着と働きやすい職

場づくりに取り組んだ。  

・有給休暇取得状況を 9 月・1 月に確

認した。  

・健康診断（5 月）及びインフルエン

ザ予防接種（11 月）を実施した。 

リスク 

マネジ 

メント 

・利用者家族との面談の中で意見を

聞き取り信頼関係構築に取り組む 

・業務継続計画(BCP)の訓練を実施

（年 1 回） 

・感染症対策委員会を開催(年 4 回) 

・家族面談を通じ意見を把握し、信

頼関係構築に努めた。  

・BCP 訓練（年 1 回）を実施した。  

・感染症対策委員会（年 4 回）、虐待

防止委員会（年 1 回）、身体拘束適

正化検討委員会（年 1 回）を開催



・虐待防止委員会の開催(年 1 回) 

・身体拘束の適正化検討委員会の開

催(1 回) 

・重大事故防止の為、ヒヤリ・ハッ

トの報告と確認を行い、事故防止

に取り組む。 

した。  

・ヒヤリ・ハットの共有・確認を 

行い、事故防止に取り組んだ。 

・車輛事故防止の為、朝礼時に必ず

安全運転の呼びかけを実施。  

 

地域貢献 

・施設より CSW を派遣して「大阪し

あわせネットワーク」の生活困窮

者レスキュー事業に取り組む。 

・災害発生時に大阪災害派遣福祉チ

ーム（大阪 DWAT）として派遣要請

に協力できるよう体制を整える。 

・地域清掃を行い、美化活動に取り

組む。（月 1 回 第 3 水曜日）                    

・自治会の活動に協力する。  

・CSW での「大阪しあわせネットワ

ーク」の生活困窮者支援事業の対

応はなかったが今後も対応に努め

ていきます。 

・大阪 DWAT 派遣要請に備えた体制

整備を行った。  

・利用者職員で地域清掃（月 1 回）

及び自治会活動への協力を行っ

た。 

感染症予防 

・マスクの着用、手洗い・うがいの

励行、手指消毒をする。 

・換気、共用部の消毒を行う。 

・嘔吐物処理の研修を定期的に行

う。 

・感染症流行時期や体調不良者が増

えた時は更に注意喚起を呼びかけ

感染対策に努めた。  

・各フロアで利用者も参加して嘔吐

物処理に関するシミュレーション

研修を実施した。 

 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ぽぷりのいえ】 

1．月別利用者数（延べ人数） 定員 4 名 障害支援区分 区分 5・6 開所日数 365 日 

区分 区分 5 区分 6 合計 

4 月 78 23 101 人 

5 月 75 28 103 人 

6 月 82 27 109 人 

7 月 85 29 114 人 

8 月 77 29 106 人 

9 月 83 28 111 人 

10 月 82 29 111 人 

11 月 81 28 109 人 

12 月 88 25 113 人 

1 月 89 25 114 人 

2 月 55 21 76 人 

3 月 63 28 91 人 

合計 938 人 320 人 1,258 人 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・利用者の意思を大切にし、あたたかい関り

で利用者が笑顔で過ごせる場所にします。 

・職員一人ひとりの思いを尊重し、お互いを

大切に思いあい、力を合わせて笑顔と元気

あふれる GH 作りに取り組んでいきます。 

・業務継続に向けた取り組みの強化（自然災

害・感染症） 

・サポカレによる自己研鑽と、内外の研修を

活用して人材育成と職員定着に取り組みま

す。 

・地域連携推進会議の開催に向け取り組みま

す（年 1 回） 

・業務継続（BCP）の見直し・改善、研修・

訓練の実施（自然災害・感染症） 

・利用者の意思を尊重し、温かい関わりを通

じて安心して過ごせる環境づくりに努め

た。  

・職員相互の尊重と連携を図り、笑顔と活気

のあるグループホーム運営に取り組んだ。  

・業務継続（自然災害・感染症）に向けた体

制強化及び BCP の見直し・改善、研修・訓

練を実施した。  

・サポカレ等を活用した自己研鑽及び内外研

修により、人材育成と職員定着に取り組ん

だ。  

・地域連携推進会議の開催に向けた準備を進

めた。 

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

・利用者の意思を尊重した生活の支援

を行います。 

・個別支援計画を基本とし、生活リズ

ムと健康を大切に、笑顔で過ごせる

よう、食事・入浴・排泄などの介助

と、夜間支援を行う。 

 （サービス提供記録に支援計画を常

時閲覧できるようにします）    

・バイタルチェックを行い健康管理に

努める（毎日の体温測定、週 1 回の体重測定） 

・利用者の意思を尊重した生活支援

を行った。  

・ 個別支援計画に基づき、食事・入

浴・排泄等の介助及び夜間支援を

行い、生活リズムと健康の維持に

努めた。 

・バイタルチェック（毎日の体温測

定、週 1 回の体重測定）を実施

し、健康管理に努めた。 

活動内容 

・家事の手伝い、食器の片付け、掃除

など、できることは意思確認を行い

取り組んでもらいます。 

                         

・家事（食器の片付け、掃除等）に

ついて意思確認のうえ、可能な範

囲で参加していただいた。  

 



・楽しみとして、夕食のテイクアウト

や外食を行います（月 1 回） 

・季節毎に行事を行い楽しく過ごして

頂きます     

（誕生日会、ハロウィン、クリスマス会など） 

・買い物、ドライブ等外に出る機会を

作り、様々な経験をして頂きます。 

・外食やテイクアウト（月 1 回）を

実施、楽しみの機会を提供した。  

・誕生日会、ハロウィン、クリスマ

ス会等の季節行事を実施した。  

・買い物やドライブ等の外出機会を

設け、社会経験の拡大を図った。  

 

研修計画 

・業務継続計画・感染症対策・虐待防

止の研修を実施（年 1 回）。 

・身体拘束の適正化のための研修を実

施（年 1 回） 

・人権研修（年 2 回） 

・外部研修とサポカレ動画研修を活用

して人材育成と研鑽に取り組む。 

・BCP・感染症対策・虐待防止研修

身体拘束適正化研修（年 1 回）を

実施した。  

・人権研修（年 2 回）を実施した。  

・外部研修及びサポカレ研修を活用

した。 

職員処遇 

・GH 勤務職員の定着、確保に取り組み

ます。 

・新人職員には、研修を行い安心して

勤務できるようサポートします。 

・夜間勤務者については、年 2 回（5

月・11 月）の健康診断を行う。 

・職員との面談やリーダー中心にコ

ミュニケーションを図り、職員定

着及び確保に取り組んだ。  

・新人職員への研修を実施し、定着

支援を行った。  

・夜間勤務者に対し、健康診断（年

2 回・5 月・11 月）を実施。 

リスク 

マネジ 

メント 

・利用者家族との面談の中で意見を聞

き取り信頼関係構築に取り組む。 

（6 か月に 1 回） 

・業務継続計画（BCP）の訓練を実施

（年 1 回） 

・感染症対策委員会を開催（年 4 回） 

・虐待防止委員会の開催（年 1 回） 

・身体拘束の適正化検討委員会の開催

（年 1 回） 

・重大事故防止の為、ヒヤリ・ハット

の報告と確認を行い、事故防止に取

り組む。 

・家族面談を通じて意見を把握し、

信頼関係構築に取り組んだ。  

・BCP 訓練（年 1 回）を実施。  

・各種委員会（感染症・虐待防止・

身体拘束適正化）を開催した。  

・利用者 1 名がご病気の為亡くなり

退所、地域医療と家族と連携して

本人と家族の希望を大切にして 

GH で過ごす事ができました。 

 

地域貢献 

・毎日、近隣の方への挨拶運動を行

う。 

・自治会と連携を図り、地域行事への

参加をし、繋がりを深める。 

・近隣住民への挨拶運動を毎日実施

した。  

・自治会と連携し、地域行事への参

加を通じて交流を図った。 

感染症予防 

・マスクの着用、手洗いうがいの励

行、手指消毒をする。 

・換気、共用部の消毒をする。 

・嘔吐物処理の研修を行う。 

（年 1 回） 

・体調不良の際、通院対応と看病を

行い体調回復に努めました。 

・換気及び共用部の消毒を実施。  

・嘔吐物処理研修（年 1 回）を実

施。 

 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【サン・スマイル】 

1．月別利用者数（延べ人数） 定員 20 名 障害支援区分 5～6 開所日数 274 日 

区分 区分 5 区分 6 合計 

4 月 174 213 387 人 

5 月 162 203 365 人 

6 月 168 212 380 人 

7 月 163 210 373 人 

8 月 156 204 360 人 

9 月 168 214 382 人 

10 月 174 214 388 人 

11 月 140 233 373 人 

12 月 146 233 379 人 

1 月 139 233 372 人 

2 月 138 224 362 人 

3 月 141 235 376 人 

合計 1,869 人 2,628 人 4,497 人 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・利用者のニーズを幅広く聞き取り深く理解

し、質の高い支援に取り組みます。 

・虐待防止の検討・対策を徹底します。 

・利用者も職員も毎日健康に過ごせる環境作

りに努めます。 

・職員の定着率を上げていきます。 

・業務継続（BCP）の見直し・改善、研修・

訓練の実施（自然災害・感染症） 

・利用者及び保護者への聞き取りで、ニーズ
を把握し支援に取り組みました。 

・虐待防止委員長が研修に出席し、全体へ周
知する事ができました。 

・利用者も職員も大きく体調を崩す事なく 
 過ごす事ができました。 

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

・生活介護事業所らしい身辺ケア

を中心とした、支援を行う。 

・入浴、マッサージ及びストレッ

チ等の身体ケア、爪切り行為等

も積極的に取り入れて行う。 

・イベント外出や日常外出で、外
での活動を増やしていく。 

・身辺ケアを中心とした支援に取り
組む事が出来ました。 

・2025 年６月より常勤看護職員入職
に伴い、爪切り行為等定期的に実
施する事が出来ました。 

・天候不良により、目的地を変更す
る事もありましたが、他府県への
外出をする事ができました。 

支援者の質の

向上 

・研修を活用し、職員の知識の向

上に努める。 

・日々の申し送り等を密に、利用

者一人ひとりの特性を理解し、 
個別支援計画に沿った支援を実
施、職員全体の意識レベルを上
げていく。 

・強度行動障害支援者養成研修（基
礎）受講１名 自閉症支援者養成
研修受講複数名様々な研修を受講
する事ができました。 

・日々の申し送りをノートとオープ
ンチャットで情報を共有し、共通
認識、共通支援に繋げる事ができ
ました。 



保護者との 

連携 

・利用者、保護者よりニーズの聞

き取りや支援の経過相談をする

事で、信頼関係の構築・連携の

強化を図る。 

・将来への考えも聞き取り、現状
支援の見直し等も相談支援と連
携しながら検討する。 

・聞き取りや日々の出来事を連絡す
る事で信頼関係の構築・連携を強
化する事ができました。 

・将来への考えを少しずつ聞き取る
事ができましたが、まだまだ具体
的な事について聞き取りをし、利
用者・家族の明るい未来へ繋げて
いきます。 

職員処遇 

・勤務時間内に業務を終了させ、

気力体力が継続できる環境作り 

に努める。 
・施設長中心に個人面談を実施、
個々のニーズやケアに努め、風
通しの良い職場環境作りに取り
組む。 

・勤務時間内に業務終了する事がほ
ぼできました。ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽが整っ
た環境で、当日体調不良で欠勤す
る職員が減少しました。 

・職員の面談を実施する事が出来ま
した。今後も小まめに面談し、 
ニーズやビジョンを聞き取りして
いきます。 

リスク 

マネジメント 

・ヒヤリ・ハットな出来事があっ

た場合は、適切な対応を行い、

正確な情報を伝達し、重大事故

防止に努める。 

・毎月の職員会議でヒヤリ・ハッ
トシートの確認を行う。 

・リスクマネジメントに関する研修
会に参加し、福祉サービスの質の
向上とリスクマネジメントの取り
組みを学ぶ事ができました。 

・送迎時のリスクもその都度共有
し、重大事故防止に努めました。 

地域貢献 

・大阪 DWAT（大阪府災害派遣福

祉チーム）学び・体験の機会に

積極的に参加し、派遣要請に備

える。 

・「大阪しあわせネットワーク」社

会福祉法人の CSW として課題に

向き合い生活困窮者レスキュー

事業に取り組む。 

・パンダ食堂への協賛活動に積極
的に参加する。 

・豊中市一斉防災訓練に大阪 DWAT チ
ーム員として参加しました。 

・「大阪しあわせネットワーク」 
事例報告会、報告者 CSW マイスタ
ーとして参加しました。 

・パンダ食堂への協賛活動の中で、
創作活動も実施する事ができまし
た。 

感染対策 

・気温、室温、湿度、換気に十分

気をつけていく。 

・BCP（業務継続計画）周知・訓

練を実施 有事に備える。 

・施設内及び送迎車内の気温に気を
つけました。施設内は特に換気に
気をつけ感染拡大防止に努めまし
た。 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ほまれの実】生活介護 

1．月別利用者数（延べ人数） 定員 20 名 障害支援区分 3～6 開所日数 274 日 

区分 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 合計 

4 月 21 33 46 208 308 人 

5 月 19 35 34 199 287 人 

6 月 27 32 42 210 311 人 

7 月 23 32 42 194 291 人 

8 月 19 33 32 184 268 人 

9 月 26 34 38 207 305 人 

10 月 21 34 45 207 307 人 

11 月 23 10 50 184 267 人 

12 月 24 11 64 205 304 人 

1 月 1 29 53 191 274 人 

2 月 5 31 64 185 285 人 

3 月 1 30 77 207 315 人 

合計 210 人 344 人 587 人 2,381 人 3,522 人 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・利用者が安心安全に過ごせる環境を整え、

本人が得意な事、やりたい事を活かした活

動を行い、利用者、職員が笑顔あふれ毎日

通所したくなるような明るく楽しい施設作

りに努める。 

・利用者一人一人の個性を大切にしながら、

個別支援計画に基づき、ニーズに沿ったサ

ービス提供に努める。 

・役職員を中心に職員間の良好なコミュニケ

ーションが取れる職場環境作りに努める。 

・業務継続（BCP）の見直しと改善、研修・
訓練の実施（自然災害・感染症） 

・利用者一人一人が安心安全に過ごせる様に
環境を整え、個別支援計画に基づき本人の
強みを生かしながらサービスを提供しまし
た。 

・令和 7 年 10 月に外出イベントで須磨シー
ワールドへ行きました。総勢 23 名で初め
ての外出イベントでしたが、利用者の笑顔
や普段見られない一面の発見もありまし
た。無事故で終わる事が出来、利用者、職
員の経験にも繋がりました。 

  

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

・生活介護事業所らしい身辺ケア
を中心とし、個々のニーズに添
った支援を行う。 

・入浴支援、マッサージ及びスト
レッチ（作業療法士と連携）等
の身体ケアを行う。 

・通所時に検温を実施し記録する
とともに、普段と違う様子や体
調の変化等は、必要に応じて保
護者との情報共有を行う。 

・身辺ケアを中心とした支援を行い
ました。 

・入浴支援等の身辺ケアはもちろん
の事、作業療法士と連携し歩行訓
練、ストレッチ等の支援も行いま
した。 

・送迎時の様子確認や通所時の検温
を実施する事で一早く体調等の変
化に気付き、対応する事が出来ま
した。 

支援者の質の

向上 

・研修を活用し、職員一人一人の
知識向上等スキルアップを図

・オンライン研修（サポーターズカ
レッジ）を活用し職員の知識、支



る。 

・日々の振り返りや申し送りを職
員間で周知し、支援の質の向上
や利用者理解に努める。必要で
あれば、会議等を開催し情報の
共有を図る。 

援の質の向上に努めました。 

・強度行動障害支援者養成研修 
（基礎）１名受講。 
・オープンチャットや申し送りノー
トを活用して情報を共有し、統一
した支援を提供する事が出来まし
た。また、直ぐに検討しないとい
けない事案が発生した場合は都度
検討会議を開催しました。 

保護者との 

連携 

・送迎時の会話や連絡帳、担当職
員が定期的な電話連絡等で施設
の様子を伝え信頼関係を構築、
連携の強化を図る。 

・連絡帳や電話連絡にて聞き取りや
日々の出来事を報告相談する事で
信頼関係の構築、強化が図れまし
た。 

職員処遇 

・人事評価制度を活用し、スキル
アップのマネジメントに努め
る。 

・職員との面談で意見や悩み事の
聞き取りを行い、状況や必要に
応じて迅速に会議、課題の改善
に努め働きやすい環境作りを行
う。 

・虐待防止の為、職員が常に笑顔
で過ごせる様、メンタルヘルス
不調を相談できる「こころの休
憩所」の設置。 

・年 2 回の人事評価制度を活用し、 

 面談を通してモチベーションアッ
プのマネジメントに繋げる事が出
来た。 

・役職職員が職員の悩みや改善事項
の聞き取りを行いました。必要に
応じて会議を開き職場環境づくり
に努めました。 

リスク 

マネジメント 

・ヒヤリ・ハットが起こった場
合、情報の収集を行い、速やか
に保護者へ報告する。 

・重大事故防止の為、毎月の職員
会議でヒヤリ・ハット報告の確
認を行い再発防止に努める。 

・季節ごとの安全衛生に関する啓
発活動（食中毒・熱中症・感染
症）による意識向上を図る。 

・ヒヤリ・ハット報告があった場合 

は直ぐに職員間で情報を共有し、
必要に応じて改善策の検討会議を
開き、再発防止に努めました。 

地域貢献 

・大阪 DWAT（大阪府災害派遣福
祉チーム）派遣依頼があれば、
できる限り速やかに活動に参加
する。 

・大阪しあわせネットワーク事業
に取り組む。 

・パンダ食堂への協賛活動に参加
していく。 

・パンダ食堂への協賛活動に参加す
る中で、利用者にもお菓子の袋詰
めや運搬等に関わって頂く事が出
来た。 

感染対策 

・室温を管理し定時換気を行って
いく。 

・BCP（業務継続計画）の計画と
周知を行っていく。 

・送迎車内や施設内の換気や気温に
気を付けて、感染予防対策に努め
ました。 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ショートステイほまれの実】 

1．月別宿泊数（延べ宿泊数） 定員 12 床 障害支援区分 2～6 開所日数 307 日 

区分 2 3 4 5 6 合計 

4 月 0 泊 5 泊 19 泊 52 泊 63 泊 139 泊 

5 月 0 泊 5 泊 20 泊 43 泊 76 泊 144 泊 

6 月 0 泊 4 泊 24 泊 52 泊 84 泊 164 泊 

7 月 0 泊 7 泊 20 泊 51 泊 77 泊 155 泊 

8 月 0 泊 6 泊 18 泊 48 泊 76 泊 148 泊 

9 月 0 泊 7 泊 16 泊 60 泊 74 泊 157 泊 

10 月 1 泊 7 泊 15 泊 62 泊 75 泊 160 泊 

11 月 0 泊 6 泊 17 泊 55 泊 76 泊 154 泊 

12 月 0 泊 5 泊 28 泊 51 泊 88 泊 172 泊 

1 月 0 泊 6 泊 17 泊 52 泊 81 泊 156 泊 

2 月 0 泊 5 泊 12 泊 56 泊 79 泊 152 泊 

3 月 0 泊 6 泊 17 泊 54 泊 86 泊 163 泊 

合計 1 泊 69 泊 223 泊 636 泊 935 泊 1,864 泊 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・職員一人一人が自発的に発信者となるよ

う、人材育成に努める。 

・利用者に、より質の高いサービスを提供す

るため職員個々の資質や専門性の向上を図

る。 

・新規利用から次回の利用に繋がる様、定期

的な電話連絡を行い利用定着に努める。 

・1 ヶ月あたり 150 名程度の方に利用して頂

けるよう、利用者確保に努める。 

・業務継続（BCP）の見直しと改善、研修・

訓練の実施（自然災害・感染症） 

・職員一人一人と面談や聞き取りを行い、 

自発的に行動、支援が出来る様、人材育成

に努めました。また、動画研修を通してサ

ービスの向上を図りました。 

その中で職員同士での意見交換等やコミュ

ニケーションが多く見られる様になりまし

た。 

・令和 7 年度は１ヶ月あたり 150 名の利用数 

 を目標とし、利用者確保に努め、月平均 

155 名の方が利用して下さりました。 

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

・事業所到着時に事業所又は保護

者から体調の聞き取りを行い、

バイタルチェック等で健康管理

に努める。 

・利用者の意思を尊重し、同じ目

線に立って支援を行う。 

・面談記録等を参考に利用者に合

わせた居心地の良い環境作りを

行う。 

・利用者の生活リズムと健康を大

切に笑顔で過ごせるよう、入

浴、排泄、食事等の介助、夜

間、相談等の支援を行う。 

・事業所到着時に体調の聞き取りを行
う事で、急な体調変化等にも気付き
対応する事が出来ました。 

 また、他事業所の職員や保護者とコ
ミュニケーションを取る事で繋がり
が構築出来ました。 

・利用者の生活リズムを大切に、丁寧
な声掛けを心掛けながら、入浴、排
泄、食事等の介助、夜間、相談等の
支援を行いました。 



支援者の質の

向上 

・人事評価制度を活用し、スキル

アップのマネジメントに努め

る。 

・日々の振り返りや申し送りを職

員間で周知し、支援の質の向上

や利用者理解に努める。必要で

あれば、会議等を開催し情報の

共有を図る。 

・安定した職員配置になるよう、
人材の確保、育成、定着に努め
る。 

・日々の振り返りや申し送りをオープ
ンチャットやノートを活用して情報
を共有し、共通認識で統一した支援
を提供する事が出来ました。 

・安定した職員配置になる様、職員と
の面談を随時行い、意見交換や悩み
を等の聞き取りを行い、モチベーシ
ョンアップや職員の離職防止、定着
に努めました。 

保護者との 

連携 

・ご家族に安心して頂ける様に、
ご利用時の健康状態、施設での
過ごし方、様子、気付き等を利
用報告書に記入し持ち帰って頂
く。 

・利用報告書には、利用者の様子が伝
わるように記入しました。 

 必要に応じて電話での確認、報告も
行いました。 

 

リスク 

マネジメント 

・重大事故防止の為、ヒヤリ・ハ

ット報告の収集を行い、速やか

に職員へ情報を共有する。ま

た、毎月の職員会議でヒヤリ・

ハット報告の確認を行い、事故

防止に取り組む。 

・季節ごとの安全衛生に関する
啓発活動（食中毒・熱中症・感染
症）による意識向上を図る。また、
地震発生時についても特に夜間
における避難介助の方法及び消
防署との連携体制を避難訓練等
の実施を図る。 

・利用者の事故、自傷、他害行為等の
トラブルがあった場合は速やかに保
護者に状況の説明と謝罪を行い、再
発防止改善策を説明しました。 

・令和 7 年度は服薬に関する事故が 2

件発生してしまった。 

服薬に関する認識を改めて強化し、
再発防止に努めると共に何故、発生
してしまったのかを考え、服薬説明
書のアップデートや説明書が直ぐに
閲覧できるように環境整備を行い、
検討会を開催し改善策を保護者に説
明、実施しました。 

感染対策 

・室温を管理し定時換気を行って

いく。 

・感染症対策委員会の開催。 

・施設内の換気や気温に気を付けて 

感染予防対策に努めました。 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ヘルパーステーションほまれの実】 

1．月別サービス提供時間数（延べ時間数） 

 サービス 

月 
身体介護 家事援助 

通院等 
介助 

重度訪問 
介護 

行動援護 
移動支

援等 
合計 

4 月 171.0 74.5 19.0 5.0 ━ 157.0 426.5 

5 月 155.5 72.65 12.0 5.5  142.5 388.15 

6 月 157.5 76.0 13.0 4.0  170.0 420.5 

7 月 174.5 83.5 6.0 4.0  121.5 389.5 

8 月 161.0 62.25 13.0 5.5  142.5 384.25 

9 月 172.5 75.75 16.5 5.5  183.5 453.75 

10 月 199.5 60.75 21.5 18.0  175.0 474.75 

11 月 180.5 55.75 16.0 15.5 1.5 160.5 429.75 

12 月 173.5 59.0 16.0 16.0 2.0 137.5 404.0 

1 月 184.0 54.25 11.0 15.5 3.0 128.5 396.25 

2 月 154.5 54.5 5.5 14.0 3.0 148.5 380.0 

3 月 159.0 68.25 7.5 14.0 4.0 159.0 411.75 

合計 2043.0 797.15 157.0 122.5 13.5 1823.0 4959.15 

 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

・利用者の状況の把握に努める。 

・職員定着のためサービスのフォロー体制を

強化し、有給休暇を職員の希望日に取得で

きるように努める。 

・同行援護事業（視覚障害者への移動支援）

の開設を目指す。 

・行動援護（強度行動障害を有する方の移動

支援）の利用者を獲得に努める。 

・新規利用者を増やす。現利用者のニーズに

合ったサービス拡張を進める。 
・業務継続（BCP）の見直しと改善、研修・
訓練の実施（自然災害・感染症） 

・正規職員の退職なし。 
・職員の希望日に有給休暇を取得できるよう
しています。 

 
 
・同行援護の資格要件数が足りないため、延
期中。今後、他届け出とともに申請予定。 

 
・1 名のみ契約。記録の取り方等を確認しな
がら進めています。 

 
・現契約者のサービスの拡充と新規利用者の 
 獲得を進めています。 
・BCP 計画・訓練を実施しています。 

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

利用者の状況

の把握 

 

フォロー体制

の強化 

・利用者の状況の把握及び複数の

職員で同じ利用者にサービスを

提供できる体制を作る為、サービ

ス提供責任者のサービス同伴回

数を増やす。 

・各ヘルパーが担当する利用者以

外の情報も共有し、担当以外の

利用者のサービスにも対応でき

る体制を整える。 

・サービス提供責任者とヘルパーが

同伴しながらサービスを進め、必

要に応じ、サービス提供計画の見

直しを行いました。 

 

 

・ヘルパー会議を月 1 回以上開催し 

 各利用者の情報の共有や社内研修 

 実施。 

 

 



同行援護 

の認可 

・同行援護研修（一般過程）修了者
を 3 名。同行援護研修（応用過
程）修了者を１名以上に整え、豊
中市の同行援護事業の認可要件
を整える。 

・一般課程終了者が 2 名にとどま
り、研修に向けスケジュール調整
をしています。 

行動援護 

利用者獲得 

・現在、移動支援の契約を当事業所
単独でされている利用者を中心
に、相談支援と相談しながら行動
援護への移行を促す。 

・1 名契約、サービスを継続的に実施
しています。 

サービス量 

の増加 

・勤務時間に対するサービス時間
の割合を増加できるように新規
サービスの拡充、現サービスの拡
充、各利用者の時間調整を進め
る。 

・正職員四名の平均月サービス提供
時間は、100H/月となります。 

リスク 

マネジメント 

・虐待防止、身体拘束防止、感染症

対策、ハラスメント防止の研修を

年 1 回以上行い、同時に個人情報

の取り扱い、及びリフレーミング

やアンガーマネジメントの知識

を習得できる工夫をする。 

・腰痛予防、健康管理の研修を年 1

回以上おこなう。 

・各交通ルールの再確認と道路上

での危険箇所の確認を年 1 回お

こなう。 

・居宅内でのサービスに関する事

故例の研修を年 1 回おこなう。 

・重大事故防止の為、ヒヤリ・ハ
ットの気づきを促し、重複する
ことでも報告、修正ができるよ
うにする。 

・法定の委員会を開催し、その研修
を実施。 

 その他、サービス向上につながる
研修を実施。 

 
 
 
 
 
 
 
・交通ルールに関する研修をおこな
い、令和 8 年からの法改正以降
も、安全に違反なく移動ができる
ようにしています。 

・入浴介助中の火傷の事例研修をお
こなう。 

 
・ヒヤリハット報告をもとに、重大
事故予防に取り組みました。 

 

4．その他特記事項 

 125CC スクーター、50CC スクーターを購入。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【相談支援事業所セント・ポプリ（服部障害者相談支援センター）】 

1．計画相談（障害者・児）・一般相談 R7 年度実施状況 

相談種別 
相談支援件数  

（延べ件数） 

（内訳） 

内新規 

総合相談 3,160 127 

計画相談 基 本 1,255 -  

モニタリング 397 -  

小 計 1,652 -  

地域相談 移 行 0 -  

定 着 0 -  

小 計 0 -  

合   計 4,812 127 

 

 

2．本年度重点的に取り組んだ目標・計画 

計 画 報 告 

当法人の利用者を中心に障害福祉サービスの利用

についての相談や、利用手続きの支援、サービス

等利用計画の作成、それに付随するモニタリング

や、各機関との連携を強化していく。また、服部

障害者相談支援センターとしての役割を担い約三

年が経過した。その中で、さらに地域に根差した

相談業務を遂行していくべく活動をしていきた

い。具体的には①豊中市障害者自立支援協議会で

の役割強化と内容の充実、②個別案件としては現

在のセルフ支援の方々への計画利用に向けての活

動を強めていく。 

業務継続（BCP）の見直しと改善、研修・訓練の

実施（自然災害・感染症）） 

 

① 自立支援協議会においては運営事務局、

人権課題検討部会において地域課題の吸

い上げと、障がい者人権研修の主催等を

実施した。 

② 個別案件としてはしばらく滞っていた計

画相談の契約を再開し、微力ながらも利

用者の求めに応じて対応できた。 

③ BCP においては「ほまれの実」施設として

の計画に準拠。 

R6 年度の全ての相談件数に対して、R7 年度は

概ね 2 割増しとなっており、今後もおそらく

1～2 割程度相談対応件数が増加することを念

頭に置いて対処していく。 

 

 

3．目標・計画の具体的な項目と取組結果 

項 目 計 画 報 告 

支援内容 

障害者(児)、保護者からの相談に応じ、そ

れぞれが抱える課題解決に向けて、課題

を短期、中期、長期に分け、状況に応じ

た提案や対応、各機関との連携を行う。

また、現在抱えている地域課題に関して

その内容を精査、分別し解決に向けて尽

力する。 

前年度同様計画相談に関しては、法人の

利用者を中心に、目標通り取り組めた。 

特に計画の新規契約を再開できたことは

大きく、今後も順番を待ってくださって

いる利用者の優先順位を見極めながら、

順次計画の契約を請け負っていく。ま

た、計画相談の利用希望者で、「当事業

所でなくてもいい」と言ってくださって

いる方に関しては、4 か所の事業所にそ

れぞれ紹介、引継ぎさせていただいた。 



活動内容 

・生活全般の相談 

・相談支援専門員によるアセスメント 

・サービス等利用計画の作成とモニタリ

ングの実施 

・関係機関との連携や連絡調整とサービ

ス担当者会議の開催 

・利用者、その他からの相談や苦情に関

する対応 

・地域課題(中西部)掘り起こしの為の各機

関との連携、連絡会の開催参画等 

また、委託・基幹相談としては、R6 年度

よりも、さらに一層関係機関との連携が

深まった。特に市の地域共生課との共同

での動きが大きな一年間となった。 

今後はさらなる地域課題の掘り起こし

と、その対応方法や、連携方法や連絡会

の開催などをどのように実施していくか

等について検討、動いていく必要があ

る。 

研修計画 

・虐待防止、権利擁護、意思決定支援、

後見人制度、各障害の特性や、人権及

び障害の理解等の研修 

・福祉制度の理解、豊中市福祉計画の理

解と社会資源の情報及び活用方法、各

種関係機関との連携強化方法等の相談

援助に関わる情報等の研修 ※主に上

記二点の内容を受講、及び開催し地域

の各関係機関にも参加していただく。 

【受講】 

・相談支援専門員初任者研修 

・児童虐待、障害者虐待研修 

・行動障害研修 

・その他、豊中市の福祉政策、福祉計画に

ついてなど。 

【開催(人権課題検討部会運営参加)】 

・障害者人権研修 

【その他】相談支援専門員現任者研修フ

ァシリテーターとしての参加など 

地域貢献 

地域(中西部)で暮らす障害者(児)を中心

に、個別相談や社会資源の紹介とそれに

伴う連絡調整、各種手続きのサポートな

どを行い、地域の障害者(児)相談の窓口と

して責務を果たしていく。また、これま

で服部障害者相談支援センターとしての

業務に従事し運営してきた中で、委託相

談の範囲では支援の継続が困難との判断

に至る方が多く見受けられた。今後、個

別の状況に応じた優先順位に沿って、順

次計画相談へのつなぎを重点的に行って

いく。 

主に豊中市地域共生課、社会福祉協議

会、病院、豊中市保健所、大阪保護観察

所、生活困窮者窓口等の相談依頼に応じ

て、個別相談や、地域生活の相談窓口と

しての様々な相談対応を行った。また、

上記機関と連携し、共同で課題解決や

様々な支援の対応に当たることができ

た。個別案件に関しても、数件ではある

が、新たに計画相談の契約の締結や、他

計画相談の事業所への紹介、利用につな

げることができた。 

 

4．その他特記事項（施設整備関係） 

電話対応の専門サービスと、日々の記録・報告業務に関してのソフトウェア等のサービスを導

入し、大幅に業務の手間と時間の削減を実施できた。 

 


